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通
方
全
真
の
需
め
に
応
じ
制
作
さ
れ
た

と
判
明
し
て
い
る
。
像
主
の
鰲
雲
元
什

（
一
六
二
八
～
一
七
二
二
）
は
本
院
第

三
世
で
あ
る
。
寸
法
は
縦
九
十
九
・
六

糎
、
横
四
十
一
・
二
糎
の
絹
本
で
あ

る
。
本
図
は
全
身
坐
像
で
、
像
主
は
黄
色
の
法
被
が
掛
け
ら
れ
た
屈
輪
文
の
曲
録
に

座
す
（
挿
図
3
）。
傍
ら
に
は
柱
杖
が
立
て
か
け
ら
れ
、
ま
た
足
元
に
は
曲
録
と
同

じ
屈
輪
文
の
沓
床
、
そ
の
上
に
は
沓
が
置
か
れ
て
い
る
。
本
図
で
は
像
主
が
臙
脂
色

の
法
衣
の
上
に
水
色
の
衲
衣
を
纏
う
が
、
衣
服
の
細
や
か
な
文
様
は
精
緻
に
描
き
込

ま
れ
、
画
家
の
技
量
の
高
さ
を
伺
わ
せ
る
。
ま
た
、
顔
貌
も
注
意
深
く
描
写
し
て
お

り
（
挿
図
4
）、
薄
朱
や
胡
粉
を
併
用
し
た
効
果
的
な
ぼ
か
し
を
入
れ
る
こ
と
で
肉

感
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
眼
の
内
角
点
に
は
朱
が
打
ち
込
ま
れ
、
さ
ら
に
白
目

部
分
に
は
胡
粉
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
特
に
目
元
の
表
現
に
は

慎
重
で
あ
る
。
画
面
左
下
に
は
「
海
北
」
朱
文
方
印
と
「
友
泉
」
朱
文
雲
版
形
印

（
挿
図
5
）
の
二
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
四
年
後
に
も
友
泉
は
本
院
へ
頂
相
を
制
作
し
て
い
る
。「
通
方
全
真
像
」（
挿

図
6
）
は
、
自
賛
に
よ
れ
ば
、
通
方
の
法
嗣
・
仁
方
全
侹
の
需
め
に
よ
り
元
文
五
年

（
一
七
四
〇
）
に
揮
毫
さ
れ
た
と
い
う
。
寸
法
は
縦
九
十
三
・
五
糎
、
横
四
十
四
・

一
糎
の
紙
本
で
あ
る
。
本
図
は
外
暈
で
表
し
た
円
相
の
中
に
、
両
手
で
払
子
を
持
つ

半
身
像
の
姿
で
像
主
を
描
い
て
い
る
（
挿
図
7
）。
薄
朱
色
の
直
綴
を
纏
い
、
さ
ら

に
そ
の
上
は
唐
草
文
が
施
さ
れ
た
藍
色
の
袈
裟
を
着
用
し
、
鼈
甲
製
の
環
が
付
随
す

る
。
そ
の
衣
紋
を
描
く
墨
線
に
は
メ
リ
ハ
リ
が
な
い
が
、
か
え
っ
て
画
面
に
和
や
か

な
印
象
を
与
え
、
鰲
雲
の
人
柄
を
偲
ば
せ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
穏
や
か
な
表
情
を

た
た
え
た
顔
貌
に
は
細
や
か
な
書
き
込
み
が
確
認
で
き
、
白
髪
の
描
写
や
顔
の
陰
影

法
は
「
鰲
雲
元
什
像
」
と
共
通
す
る
。
画
面
下
部
に
は
「
海
北
」
白
文
方
印
と
「
友

泉
」
朱
文
雲
版
形
印
（
挿
図
8
）
が
押
捺
さ
れ
る
。

挿
図
３　

部
分
図

挿
図
４　

部
分
図

挿
図
５　
「
海
北
」
朱
文
方
印
、

　
　
　
　
「
友
泉
」
朱
文
雲
版
形
印

挿
図
６　

海
北
友
泉
筆
「
通
方
全
真
像
」
通
方
全
真
賛
、
紙
本
着
色
、
一
幅
、

　
　
　
　

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
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こ
れ
ら
二
点
の
ほ
か
、
四
代
友
泉
が
手
が
け
た
作
品
に
は
、「
伝
教
大
師
像
」（
真

正
極
楽
寺
）
や
「
西
山
上
人
像
」（
十
念
寺
）
な
ど
が
あ
り
、
肖
像
画
が
多
く
残
っ

て
い
る
。
友
泉
の
画
業
に
つ
い
て
は
未
だ
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
既

述
の
作
品
二
点
に
み
ら
れ
た
精
緻
な
描
き
込
み
か
ら
、
肖
像
画
を
得
意
と
し
た
画
家

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
本
院
に
は
友
泉
画
以
外
の
頂
相
が
数
点
伝
世

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
落
款
印
章
が
な
い
た
め
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
作
者
の
特
定

は
で
き
な
い
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
歴
代
海
北
派
絵
師
が
描
い
た
と
の
寺
伝
を
有

す
る
。
今
後
は
作
品
の
様
式
か
ら
作
者
を
同
定
す
る
作
業
が
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
本
院
は
淀
藩
稲
葉
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
稲
葉
家
歴
代
の
人
物

が
描
い
た
作
品
も
伝
わ
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
稲
葉
家
の
人
物
に
海
北

派
絵
師
が
絵
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
院
所
蔵
の
絵
画
に

そ
の
成
果
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
す
ら
強
く
疑
わ
せ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
覚
書
の
記
述
か
ら
、
海
北
家
と
稲
葉
家
の
関
係
を
具
体
化
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
初
代
友
松
と
利
三
の
友
情
に
端
を
発
す
る
両
家
の
縁
故
は
、
友
雪
と
春

日
局
の
交
流
を
経
て
、
海
北
派
歴
代
に
よ
る
淀
藩
稲
葉
家
へ
の
出
仕
へ
と
続
い
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
海
北
派
は
淀
藩
の
み
な
ら
ず
、
稲
葉
家
の
菩
提
寺
で
あ
る

麟
祥
院
に
お
い
て
も
作
品
を
揮
毫
し
て
お
り
、
両
家
に
は
特
別
な
繋
が
り
が
あ
っ
た

も
の
と
考
察
さ
れ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
海
北
派
に
よ
る
淀
藩
へ
の
詳
細
な
画
事
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
淀
藩
旧
蔵
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
す
す
め
、

海
北
派
の
事
蹟
を
明
示
し
て
い
き
た
い
。

註（
1
）
海
北
家
資
料
の
う
ち
、
友
松
関
連
の
文
字
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
海
北
友
松
夫
妻
像
」、「
海
北
家
由
緒
記
」、「
海
北
家
略
系
図
Ⅰ
」、「
海
北
家
略
系
図
Ⅱ
」、

「
後
陽
成
天
皇
女
房
奉
書
（
中
院
通
勝
宛
）」、「
中
院
通
勝
書
状
（
海
北
友
松
宛
）」、「
朴
大
根

書
状
（
写
）」

（
2
）
河
合
正
朝
「「
覚
書
」
と
海
北
友
徳
」『
河
合
正
朝
絵
画
論
集
』
上
巻
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
一
九
年
一
月
、
四
二
八
～
四
三
五
頁

（
3
）
歴
代
の
海
北
派
絵
師
は
次
の
通
り

海初代北
友
松 

─ 

友二代雪 

┬ 

友三代竹 

─ 

友四代泉 

┬ 

友五代馬

　
　
　
　
　
　

   　

│　
　
　
　

    　

│

　
　
　
　
　
　

   　

└ 

友
賢　
　

   　

└ 

友六代三 

─ 

友七代徳 

─ 

友八代樵

（
4
）『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
四
、
国
民
図
書
、
一
九
二
三
年
五
月
、
一
九
六
頁

（
5
）
小
松
百
華
「
海
北
家
伝
来
海
北
派
絵
画
関
係
資
料
試
論
─
京
都
御
所
造
営
を
中
心
に
─
」『
芸

術
学
』
二
十
一
号
、
三
田
芸
術
学
会
、
二
〇
一
七
年
三
月

（
6
）『
海
北
家
由
緒
記
』
末
尾
に
は
、

挿
図
７　

部
分
図

挿
図
８　
「
海
北
」
朱
文
方
印
、「
友
泉
」
白
文

雲
版
形
印
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右
之
由
緒
ニ
付
遣
置
合
力
米
者

春
日
御
局
為
御
追
善
之
当
家

為
繁
栄
長
久
祈
祷
家
有
ニ
限

子
々
孫
々
至
迄
遣
候
者
也

と
あ
り
、
合
力
米
に
関
す
る
記
述
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、『
由
緒
記
』
が
示
す
合
力
米
と

「
覚
書
」
記
載
の
俸
高
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

（
7
）
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
二
六
五
～
二
六
六
頁

（
8
）
木
村
重
圭
「「
御
用
絵
師
」
の
系
譜
─
古
代
か
ら
近
世
へ
─
」『
知
ら
れ
ざ
る
「
御
用
絵
師
の

世
界
」
展
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
十
月

（
9
）
海
北
顕
英
『
海
北
友
松
と
そ
の
族
』
私
家
版
、
一
九
八
二
年
、
十
八
頁

（
10
）
淀
藩
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
に
は
、
母
利
美
和
氏
の
報
告
書
（『
近
世
中
後
期
上
方
支
配
に

お
け
る
山
城
国
淀
藩
の
基
礎
的
研
究
』
京
都
女
子
大
学
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。

（
11
）
友
松
と
春
日
局
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
し
た
の
は
、
前
田
香
雪
氏
（「
海
北
友
松
と
春
日
局
」

『
国
華
倶
楽
部
講
話
集
』
第
一
号
、
一
九
二
二
年
）
で
あ
る
。

（
12
）
麟
祥
院
所
蔵
の
海
北
派
作
品
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。

『
春
日
局
ゆ
か
り
の
寺　

麟
祥
院
展
』
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
四
月

『
妙
心
寺
麟
祥
院
所
蔵
絵
画
資
料
目
録
』
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
三
月

挿
図
典
拠

　

挿
図
１
～
８　

執
筆
者
撮
影

付
記

　

本
稿
の
執
筆
お
よ
び
釈
文
の
作
成
に
あ
た
り
、
当
館
専
門
員
の
古
宮
雅
明
氏
に
終

始
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
調
査
に
お
い
て
は
海
北
博
様
・
御
令
室
様
、

竹
本
宗
豊
様
に
多
大
な
る
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
未
筆
な
が
ら
こ
こ
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
公
益
財
団
法
人
摘
水
軒
記
念
文
化
財
団
平
成
三
十

年
度
日
本
近
世
絵
画
研
究
助
成
制
度
を
利
用
し
た
成
果
の
一
部
で
す
。

釈
文

【
凡
例
】

・
丁
は
〈　

〉
内
に
漢
数
字
と
オ
（
表
）
・
ウ
（
裏
）
で
示
し
た
。

・
釈
文
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
お
よ
び
異
体
字
を
新
字
に
改
め
た
。

・
判
読
不
明
箇
所
は
、
不
明
字
数
が
推
測
で
き
る
場
合
は
□
、
で
き
な
い
場
合
に
は

■
で
あ
ら
わ
し
た
。

〈
一
オ　

表
紙
〉

□［
天
ヵ
］

明
五

　

稲
葉
丹
後

　
　

巳

［
下
部
欠
損
］

〈
貼
紙
〉

　
　
　
　
　
　
迄
三
十
年
余

享
保
年
中
ゟ
延
享
迄

銀
五
枚
宛
被
下　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
此
間
十
五
六
年
也

明
和
ヨ
リ
安
永
十
年
迄

米
拾
五
俵
宛
被
下　
　
〇
此
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年

天
明
五
ヨ
リ
米
拾
俵
宛
被
下

〈
二
オ
〉

　

天
明
五
年
巳
十
二
月
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淀
表
ヨ
リ
至
来
書
状

以
切
紙
申
入
候
甚
寒

候
得
共
弥
無
御
別
条

珍
重
存
候
然
者
用
向

有
之
得
御
意
度
候
間

明
十
七
日
四
ツ
時
頃
元
〆
方

役
所
迄
御
出
候
様
存
候

此
段
可
得
御
意
如
此
候

以
上

十
二
月
十
六
日

　
　
　
　
　

安
東
弥
三
大
夫

海
北
忠
左
衛
門
様

〈
二
ウ
〉

　

追
而
明
十
七
日
若
指
合

　

難
御
出
候
者
明
後
十
八
日

　

御
出
候
様
存
候
否
御
報

　

御
申
越
候
様
存
候
以
上

右
之
通
申
来
り
候

御
返
事

御
紙
面
被
下
拝
見
仕
候

甚
寒
節
弥
御
安
康

可
被
成
御
座
候
珎
重
奉
存
候

然
ハ
御
用
之
儀
有
之
候
而

明
十
七
日
元
〆
御
役
所
へ

参
上
仕
候
様
仰
被
下

　

奉
畏
候　

右
御
報
迄

　
　
　
　
　
　

申
上
度

　

如
是
御
座
候
以
上

十
二
月
十
六
日　

海
北
忠
左
衛
門

　

安
東
弥
三
大
夫
様

　

追
而
指
合
之
義
仰
被
下

　

指
合
無
御
座
候
間
明
十
七
日

〈
三
オ
〉

参
上
仕
候　

以
上

右
之
通
返
事
候
事

十
七
日
淀
表
へ
参
候

此
節

殿
様
江
戸
御
番
ニ
而

御
勘
定
所
へ
出

銅
籠
之
間
ニ
而
相
待

弥
三
大
夫
出
会
申
渡

　
　
　
　
　

し
候
趣

　
　
　

海
北
忠
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
〇
相
続
△

御
手
前
海
北
家
〇△

間
も

無
之
候
得
共
難
被
御
捨
置
者

之
儀
其
上
養
母
幷
ニ
幼
稚

之
者
茂
有
之
難
渋
之
趣
茂

相
聞
候
ニ
付
以
来
御
米

拾
俵
宛
被
下
之
候
家
業

可
致
出
精
候
此
段
申
聞
候

様
ニ
と
年
寄
共
被
申
聞
候

〈
三
ウ
〉

右
通
弥
三
大
夫

申
渡
さ
れ
候
事

其
日
家
中
礼
廻
り

申
候
口
上
書

私
儀
今
日
不
存
知
多

年
之
御
米
拾
俵
つ
ゝ

被
下
難
有
奉
存
候
右

御
礼
参
上
致
候　

以
上

　
　
　

海
北
忠
左
衛
門

〈
四
オ
〉

天
明
六
丙
午

　

七
日
歳
頭
礼

稲
葉
丹
後
守
様
江

　

扇
三
本
入
箱
尤
く
り
足

台
乗
献
上
ス

家
老
三
人
へ　
扇
弐
本
入
箱　

と
ち
へ
き
ニ
乗

用
人
七
人
へ　
扇
弐
本
紙
包

ぬ
り
へ
き
乗

小
性
頭
壱
人
へ　

右
同
断
一
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勘
定
奉
行
四
人
へ　

右
同
断
四

　
御
例
手
札
斗

　

茶
道
壱
人
へ　

同
断
一

惣
〆
扇
高
五
本
物
三
拾
五
本

殿
様
分
跡
十
六
人
分

扇
代
〆
七
百
文

三
本
入
箱
代

同
台
代

弐
本
入
箱
三
ツ
代

同
へ
ぎ
同
代

惣
代
〆

〈
四
ウ
〉

肴
一
折　

小
性
頭

　
　
　
　

安
東
弥
三
大
夫
へ

　
　
　
　
是
ハ

　
　
　
　

御
合
力
米
被
下
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

挨
拶

肴
一
折　

京
留
主
居

　
　
　
　

稲
川
甚
左
衛
門
へ

　
　
　
　

右
ニ
同
断

　
　
　
　

紙
地
絵
一
枚

　
　

弐
本
於
也

　
　
　
　
　

中
カ
仕
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
屋
清
兵
衛
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遣
ス

　
　
　

淀
へ
行
申
候

二
月
十
三
日

肴
一
折　

是
ハ
小
性
頭
兼
役

画
壱
枚　

堤
市
郎
大
夫
へ

　
　
　
　

御
合
力
被
下
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遣
ス

画
壱
枚
以
上　

岡
本
健
之
助

　
　
　

三
人　

亀
山
平
大
夫

　
　
　
　
　
　

的
場
匣
大
夫

同
一
枚
以
上　

安
東
弥
右
衛
門

三
人　
　
　
　

速
水
弾
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

平
尾
伝
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

挨
拶
也

〈
五
オ
〉

　
　

口
演

余
寒
退
兼
候
得
共
弥
無

御
障　

珎
御
座
候
然
者

此
間
御
示
談
申
候

海
北
氏
御
合
力
渡
方

相
済
則
改
夫
々
ニ

役
所
ゟ
相
廻
置
候
間

御
受
取
候
様
御
返
達
可
被
成
候

米
拾
俵
之
内
壱
石
御
借
り

一　

米
弐
石
五
斗

　
　
　

此
渡
方

　

壱
石
弐
斗
五
升　

春
渡

　

壱
石
弐
斗
五
升　

暮
渡

右
之
通
御
座
候
間
去
巳
年
分

壱
石
弐
斗
五
升
旧
冬
□

［
月
ヵ
］

印
形
手
形
ヲ
以
ハ

梅
沢
半
左
衛
門
村
田

方
ニ
而
御
受

春
分
ハ

□［
欠
損
］□

〈
五
ウ
〉

［
欠
損
］

　
　

山
岡
官
左
衛
門
殿

　
　

湯
山
三
郎
兵
衛
殿

米
受
取
様
之
事

十
一
月
ニ
相
成
候
ハ
ゝ

早
速
相
認
差
出
ス
事

冬
ハ尤代

官
へ
出
ス
事

差
出
候
へ
ハ
米
切
手

す
ぐ
ニ
相
渡
り
申
候
是
を

受
取
米
受
取
日
限

相
尋
受
取
可
申
事
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春
ハ
二
月
十
五
日

相
渡
り
申
候

〈
六
オ
〉

御
米
う
り
場
ハ

　
　
　

上
田
屋
半
左
衛
門

右
冬
渡
り
ハ
極
月
廿
四
五
日
比

　
　
　
　
米
切
手

上
田
屋
方
へ
参
持
金
子
引
替
候
事

　
　
　

覚

一　

米
壹
石
弐
斗
五
升

右
者
当
午
ノ
暮
為

御
足
米
請
取
申
候
処

実
正
御
座
候
以
上

　

天
明
六
午
十
一
月　

海
北
─
印

　
　
　

八
太
村
田
也

　
　
　
　

□
□
□
□
介
殿

　

冬　
　

村
田
春
大
夫
殿

　
　
　
　

高
田
町

　

代
官　

尾
見
彦
右
衛
門
殿

　
　
　
　

□
［
魚
ヵ
］□　

八
王
子
六
郎
次
殿

天
明
七

　
　
　

覚

一　

米
壱
石
弐
斗
五
升

　

右
者
当
未
ノ
年
春
渡
り
方

請
取
申
処
実
正
御
座
候　

以
上

　

天
明
七
乙
未
二
月
十
五
日 

海
北
─　
　
　
　

春　
　
　
　

 

冨
田
町

米
方
役
人　

尾
見
彦
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
魚
市

　
　
　
　
　

八
王
子
六
郎
次
殿

〈
六
ウ
〉

天
明
七
年
四
月
日

先
達
米
拾
俵
被
下
候
内

壱
石
御
借
り
ニ
候
処
此
度

拾
俵
無
滞
皆
取
下
候
様

堤
市
郎
大
夫
江
申
渡
候
事

　
　

覚

一　

米
弐
石
弐
斗
五
升

　
　

右
者
当
未
ノ
暮
為

　
　

御
足
米
請
取
申
処

　
　

実
正
御
座
候　

以
上

天
明
七
未
十
二
月

       　

   　
　

海
北
─　

印

　

高
嶋
壱
番
町

　
　
　

八
太
新
助
殿

　

魚
市
代
官
□

　
　
　

加
藤
勘
八
郎
殿

　

右
代
官
也

　
　

覚

一　

高
安
米
壱
石
七
斗
五
升
也

右
者
当
申
年
春
渡
り

之
分
請
取
申
処
実
正
御
座
候　

以
上

　

天
明
八
申
二
月
十
五
日　

海
北　

印　

　
　
　
　

尾
見
彦
右
衛
門
殿

　
　
　
　

八
王
子
六
郎
次
殿

〈
七
オ
〉

　
　
　

覚

一　

米
壱
石
七
斗
五
升
也

　
　

右
者
当
申
暮
之
為
御
足

　

米
請
取
申
処
実
正
ニ
御
座
候 

以
上

　
　

十
二
月　
　

        

─
印

　
　
　

    

八
太
新
助
殿

　
　
　
　

加
藤
勘
八
郎
殿

天
明
九  

此
年
寛
政
ニ
成
ル

酉
正
月
年
頭
礼

三
本
入
箱
台
乗

　
　
　

右　

殿
様

弐
本
入
箱
三
つ　
　

稲
葉
勘
解
由

と
ち
へ
ぎ
乗　
　
　

相
原
五
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
原
十
郎
大
夫
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江
戸
詰

御
用
人　

二
本
紙
包　

川
俣
弥
一
太
夫

　
　
　

ぬ
り
へ
ぎ
乗　

近
藤
十
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
□
主
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
山
伸

御
小
性
頭
二
本
紙
包　

安
東
弥
一
太
夫

　
　
　
　

と
ぢ
へ
ぎ　

□
□
市
郎
太
夫

御
小
性
頭
二
本
紙
包

　
　
　
　

ぬ
り
へ
ぎ　

井
沢
源
太
左
衛
門

　

御
茶
道　

二
本
紙
包　

堀
宗
右
也

　
　

小
笠
原
元
春　

二
人

　

右
之
通
御
座
候　

以
上

寛
政
元
年   

二
月
十
五
日

一　

米
壱
石
七
斗
五
升

　

右
者
当
酉
年
春
渡
り
之
分
受
取

　

申
処
実
正
ニ
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　

─　

印

〈
七
ウ
〉

寛
政
元
年
酉
十
二
月
上
旬

寒
中
御
見
舞　
面　
　
　
　
　
　

書
付
ケ
イ
ラ
ン

鶴
卵            　
　
　
　
　

 

一
曲

玉
子　

曲
物
ニ
入

　
　

十
三　

献
上　

書
付　

目
録
台
ニ
乗

右
献
上　

鶏
卵　
　
　
　
　
　
　
　

一
曲

　
　

右
曲
も
の
ハ

卯
十
一
月
改　
　

寺
町
広
橋
様
向
か
角

さ
し
渡
し　
　
　

木
□
□
屋
五
兵
衛
方

●
巾
六
寸
五
分　

ニ
て
申
付
る

　

金
さ
し　
　
　

代
壱
匁
三
分

巾
七
寸
■
■

金
さ
し

殿
様
斗　

く
り
足
曲
物
也

台
一
ツ
八
寸
右
曲
物
台
共　

銭
弐
百
文
ニ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
付
ル

以
上　

う
十
一
月
廿
五
日　

改

一　

米
壱
石
七
斗
五
升

　
　

右
者
当
酉
暮
為
御
足
米

　
　

受
取
申
処
実
正
御
座
候　

以
上

　
　
　

寛
政
元
酉
十
二
月

    

魚
市 　

加
藤
勘
八
郎
殿

　

高
嶋
壱
番
町　

宮
原
与
左
衛
門

    

右
之
場
所

□
六
月
十
六
日

暑
中
御
機
嫌
窺
献
上

御
殿
中
形
扇　

御
影
堂
珠
寶
庵

　
　
　
　
　
　

香
阿
弥
折
○

殿
中
扇
二
本　

右
之
通
奉
書
ニ
包

代
八
分
ツ
　ゝ

冷
〃
水
引

　
　
　
　
　
　

尤
御
影
堂
ニ
テ
包
ニ
ス

　
　
　
　
　
　

東
主
上
ゟ
一
軒
目

尤
三
本
入
ノ
扇
台
ニ
ノ
セ
出
ス

扇
模
様
天
地
金
ニ
テ
松
波
雲
取
骨
青
竹
上
ミ
カ
キ


